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今
般
、
先
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
改
革
先
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
、
平
成
十
三
年
度
補
正
予
算
（
第
一

号
、
特
第
一
号
及
び
機
第
一
号
）
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
御
審
議
を
お
願
い
す
る
に
当

た
り
、
当
面
の
財
政
政
策
等
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
所
信
を
申
し
述
べ
ま
す
と
と
も
に
、
補
正
予
算

の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

（
最
近
の
経
済
情
勢
と
改
革
先
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
）

 

 
 

ま
ず
、
最
近
の
経
済
情
勢
と
先
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
改
革
先
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

 

１ 

我
が
国
経
済
を
取
り
巻
く
国
際
経
済
情
勢
を
み
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
世
界
経
済
を
牽
引
し
て
き
た
米

国
経
済
が
、
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
の
業
況
悪
化
を
契
機
と
し
て
昨
年
後
半
以
降
減
速
し
た
こ
と
も
あ
り
、
世

界
経
済
の
成
長
に
は
減
速
が
み
ら
れ
ま
す
。 

我
が
国
経
済
は
、
こ
う
し
た
世
界
的
な
経
済
動
向
の
下
で
、
い
わ
ゆ
る
産
業
の
空
洞
化
の
進
行
も
あ

い
ま
っ
て
、
輸
出
、
生
産
、
設
備
投
資
は
減
少
し
、
雇
用
情
勢
は
悪
化
す
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
先
般
の
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
よ
り
先
行
き
に
不
透
明
感
が
増
し
て

お
り
、
今
後
、
内
外
の
経
済
動
向
を
一
層
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

２ 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
政
府
と
し
て
は
、
状
況
の
変
化
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
も
、
中
長
期

的
な
視
点
に
立
ち
、
個
人
消
費
を
始
め
民
需
主
導
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た
め
、
各
般
の
構
造
改
革

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
経
済
財
政
運
営
の
基
本
と
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
十
月
二
十
六
日
に
、
構
造
改
革
を
進
め
て
い
く
上
で
先
行
し
て
決
定
・
実
施
す
べ
き
施
策



 

を
盛
り
込
ん
だ
改
革
先
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

３ 

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
、
雇
用
創
出
に
も
資
す
る
規
制
改
革
等
を

強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
証
券
市
場
・
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
、
証
券
税
制

の
見
直
し
、
不
良
債
権
処
理
の
強
化
等
の
施
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
構
造
改
革

を
進
め
て
い
く
過
程
で
生
じ
う
る
失
業
や
企
業
倒
産
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
、
雇
用
及
び
中
小
企

業
等
に
係
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
一
層
の
充
実
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
と
併
せ
、
構
造
改
革
を
加
速
す
る
た
め
に
特
に
緊
急
性
の
高
い
施
策
と
し
て
、
電
子
政
府
の
実

現
、
学
校
の
情
報
化
の
推
進
、
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
等
の
推
進
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
緊
急
整

備
、
地
域
科
学
技
術
振
興
を
通
じ
た
新
産
業
等
の
創
出
及
び
都
市
再
生
等
に
資
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

４ 

こ
の
う
ち
、
証
券
税
制
に
関
し
て
は
、
株
式
譲
渡
益
課
税
に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年
一
月
か
ら
、
申

告
分
離
課
税
へ
の
一
本
化
、
税
率
の
引
下
げ
、
損
失
繰
越
制
度
の
導
入
等
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

緊
急
か
つ
異
例
の
措
置
と
し
て
、
平
成
十
四
年
末
ま
で
に
新
た
に
購
入
し
た
上
場
株
式
等
に
つ
い
て
、

そ
の
購
入
額
が
一
千
万
円
ま
で
の
譲
渡
益
を
、
一
定
の
要
件
の
下
、
非
課
税
と
す
る
措
置
を
講
じ
る
た

め
、
「
租
税
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
国
会
に
提
出
し
て
お
り
ま
す
。 

 

次
に
、
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
対
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

同
事
件
は
、
数
多
く
の
貴
い
人
命
を
奪
う
、
極
め
て
卑
劣
か
つ
許
し
が
た
い
暴
挙
で
あ
り
、
こ
こ
に
改



 

め
て
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
害
者
の
方
々
に
対
し
て
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
同
事
件
に
対
し
て
は
、
世
界
及
び
日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に
混
乱
が
生
じ
な
い

よ
う
、
Ｇ
７
を
始
め
と
す
る
国
際
的
な
協
調
体
制
の
中
で
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
等
適
切
な
対
応
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
テ
ロ
リ
ス
ト
へ
の
資
金
供
与
を
防
止
す
る
た
め
、
我
が
国
と
し
て
も
、
タ

リ
バ
ー
ン
関
係
者
等
に
対
し
て
、
資
産
凍
結
等
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

（
平
成
十
三
年
度
補
正
予
算
（
第
一
号
、
特
第
一
号
及
び
機
第
一
号
）
の
大
要
）

 

次
に
、
今
般
提
出
い
た
し
ま
し
た
平
成
十
三
年
度
補
正
予
算
（
第
一
号
、
特
第
一
号
及
び
機
第
一
号
）

の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

１ 

ま
ず
、
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
改
革
先
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
連
と
し
て
、
雇
用
対
策
費
五
千
五
百
一
億

円
、
中
小
企
業
等
対
策
費
二
千
五
百
十
一
億
円
及
び
緊
急
構
造
改
革
加
速
施
策
対
策
費
千
九
百
八
十
九

億
円
の
計
一
兆
円
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
テ
ロ
等
対
策
費
四
百
九
十
九
億
円
、
牛
海
綿
状
脳
症

対
策
費
二
百
六
十
五
億
円
、
災
害
対
策
費
三
千
百
三
十
九
億
円
、
地
方
交
付
税
交
付
金
二
千
五
百
九
十

八
億
円
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
義
務
的
経
費
の
追
加
等
特
に
緊
要
と
な
っ

た
や
む
を
得
な
い
事
項
等
に
つ
い
て
措
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
歳
出
の
追
加
額
の

合
計
は
二
兆
九
千
九
百
五
十
五
億
円
と
な
り
ま
す
が
、
併
せ
て
、
既
定
経
費
の
節
減
等
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。 

２ 

他
方
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
租
税
に
つ
い
て
最
近
ま
で
の
収
入
実
績
等
を
勘
案
し
て
一
兆
千
二
十



 

億
円
の
減
収
を
見
込
む
と
と
も
に
、
前
年
度
の
決
算
上
の
剰
余
金
四
千
五
百
八
十
九
億
円
を
計
上
し
、

さ
ら
に
、
そ
の
他
収
入
の
増
加
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

な
お
、
決
算
上
の
純
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
国
債
の
追
加
発
行
を
極
力
抑
制
す
る
と
の
観
点
か
ら
、

財
政
法
第
六
条
に
基
づ
く
国
債
整
理
基
金
へ
の
繰
入
れ
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
剰

余
金
の
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
「
平
成
十
二
年
度
歳
入
歳
出
の
決
算
上
の
剰
余
金
の
処
理
の
特

例
に
関
す
る
法
律
案
」
を
提
出
し
、
御
審
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
に
よ
っ
て
な
お
不
足
す
る
歳
入
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
ざ
る
措
置
と
し
て
一
兆
六
千
八
百
二
十

億
円
の
公
債
の
追
加
発
行
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
措
置
に
よ
り
、
平
成
十
三
年
度
の

公
債
発
行
額
は
三
十
兆
円
と
な
り
、
公
債
依
存
度
は
三
十
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
当
初
予
算
に
対
し
歳
入
歳
出

と
も
一
兆
六
百
十
億
円
増
加
し
、
八
十
三
兆
七
千
百
三
十
三
億
円
と
な
り
ま
す
。 

３ 

以
上
の
一
般
会
計
補
正
等
に
関
連
し
て
、
特
別
会
計
予
算
及
び
政
府
関
係
機
関
予
算
に
つ
い
て
も
所

要
の
補
正
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

４ 

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
い
て
は
、
改
革
先
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
補
正
予
算
に
お

い
て
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
及
び
日
本
育
英
会
に
対
し
、
総
額
六
百
十
七
億
円
を
追
加
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。 

５ 

以
上
、
平
成
十
三
年
度
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
の
補
正
予
算
は
、
我
が
国
経
済
の
再
生
に
は
、
構
造
問
題
の
解
決
こ
そ
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の



 

信
念
の
下
、
財
政
節
度
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
下
の
緊
急
課
題
で
あ
る
雇
用
対
策
を
最
重
点
に
編
成
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


